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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は, カチオン重合の素反応の内で主として生長反応を主題にして, その速度定数を検討した結
果をまとめたものであって, 8章からなっている｡




第 2章では均一系カチオン寄合の速度論について, 開始反応, 生長反応, 移動反応および停止反応のほ
かに, モノマーと開始剤 との問の7トコンプレックスの形成反応を素反応に加えて動力学式の誘導 を行 っ
た｡ この結果, 従来から測定が困難であったカチオン重合の生長速度定数を, 少くとも2 , 3 の重合系に
ついて求める事が可能である事を示した｡






考えられていた程に低い値ではなく, 重合の系によっては 6kcal/m ol を越える場合さえある事が判明し
た｡ 一方生長反応に対する頻度係数はラジカル重合にくらべて著しく小さい事もわかった｡
第 4章では塩化エチレンあるいは四塩化炭素を溶媒とするスチレン誘導体相互, アルキルビニルエーテ
ル相互, およびスチレン誘導体とアルキルビニルエーテルとの共重合を, ヨウ素を触媒として行い, それ
ぞれの生長速度定数を求めている｡ その結果, スチレン誘導体同志の共重合では, モノマ- の反応性とそ






第 5章は生長反応速度定数の測定結果に基礎をおいてカチオン重合の生長反応機構を論 じた 部 分 で あ
る｡ ここでは, 生長反応の律速段階として付加の過程の外に, イオン対の解離の過程を新に考慮する必要










第 7章は吸収スペクトルによる研究をまとめた部分で, まず電子供給体と受容体の7T- コンプレックスに
ついて紫外線吸収スペクトルを検討し, またスチレン誘導体より生 じた生長イオン対の紫外線吸収スペク
トルを, モデル物質を合成 しその吸収スペクトルを測定する事によって推定している｡









の重合系で求めた. モノマ- には7T一電子共役系の大きい 4種のスチレン誘導体を, また小さいものとして









構を明らかにしたものであって, 学術上 ･工業上寄与するところが少なくない｡ よって工学博士の学位請
文として価値あるものと認める｡
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